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pdf_as_しおり設定ファイル仕様.txt
☆pdf_as しおり設定ファイル仕様　Ver1.33

○TXTファイルによるしおり設定
　【特徴】
　　・簡単な書式でしおりが設定できる。
　　・階層構造は複数層の作成可能。
　　・「表題」および「リンクページ指定」のみ可能。

　【書式】
　　（親階層）
　　　表題/リンクページ
　　（子階層）
　　　	表題/リンクページ

　【書式説明】
　　「表題」と「リンクページ」は / で区切る。
　　階層構造にする際は[Tab]キーでインデントを下げてください。

　【例】
　　表題１/1
　　グループ1/3
    	項目1/5
		項目2/6
　　表題２/9

○XMLファイルによるしおり設定
　【特徴】
　　・書式設定は複雑だが、詳細設定ができる。
　　・階層構造のしおりが設定可能。
　　・「表題」および「リンクページ指定」はもちろん表示方法なども
　　　詳細に設定が可能。詳しいことは「PDF Reference」などを参照のこと。
　　　http://www.adobe.com/devnet/pdf/pdf_reference.html

　【書式】
　　1行目（固定）
	<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>

　　2行目（固定）
	<Bookmark>

　　3行目以降（書式説明参照）
	  <Title Page="1 Fit" Action="GoTo" >表題1</Title>
	  <Title Page="3 Fit" Action="GoTo" >グループ1;
	    <Title Page="5 Fit" Action="GoTo" >項目1</Title>
	  </Title>
	  <Title Page="9 Fit" Action="GoTo" >表題2</Title>

　　最終行（固定）
	</Bookmark>

　【書式説明】
　　　基本はTitleタグで設定する。
　　　Pageタグでページ指定、表示方法（Fit,FitH,XYZなど）の指定が可能。
　　　ActionタグをGotoと設定することでリンクが設定可能。
　　　階層構造を実現するにはTitleタグで項目行を、上記の2、4行目のように囲う。

　　　開き方などは「PDF Reference」に記載されているが主なものは次のとおり
　　　・表示方法
　　　　Fit:すべてが表示される。
　　　　FitH top:縦がすべて表示される。
	FitV left:横がすべて表示される。
	XYZ left top zoom:表示位置など指定可能（左、上、倍率）

　　（参考　pdf referenceを抜粋）
	[page /XYZ left top zoom]
	　Display the page designated by page, with the coordinates (left, top) positioned at the upper-left corner of the window and the contents of the page magnified by the factor zoom. A null value for any of the parameters left, top, or zoom specifies that the current value of that parameter shall be retained unchanged. A zoom value of 0 has the same meaning as a null value.
	[page /Fit]
	　Display the page designated by page, with its contents magnified just enough to fit the entire page within the window both horizontally and vertically. If the required horizontal and vertical magnification factors are different, use the smaller of the two, centering the page within the window in the other dimension.
	[page /FitH top]
	　Display the page designated by page, with the vertical coordinate toppositioned at the top edge of the window and the contents of the page magnified just enough to fit the entire width of the page within the window. A null value for top specifies that the current value of that parameter shall be retained unchanged.
	[page /FitV left]
	　Display the page designated by page, with the horizontal coordinate left positioned at the left edge of the window and the contents of the page magnified just enough to fit the entire height of the page within the window. A null value for left specifies that the current value of that parameter shall be retained unchanged.
	[page /FitR left bottom right top]
	　Display the page designated by page, with its contents magnified just enough to fit the rectangle specified by the coordinates left, bottom, right, and top entirely within the window both horizontally and vertically. If the required horizontal and vertical magnification factors are different, use the smaller of the two, centering the rectangle within the window in the other dimension.
	[page /FitB]
	　(PDF 1.1) Display the page designated by page, with its contents magnified just enough to fit its bounding box entirely within the window both horizontally and vertically. If the required horizontal and vertical magnification factors are different, use the smaller of the two, centering the bounding box within the window in the other dimension.
	[page /FitBH top]
	　(PDF 1.1) Display the page designated by page, with the vertical coordinate top positioned at the top edge of the window and the contents of the page magnified just enough to fit the entire width of its bounding box within the window. A null value for top specifies
	[page /FitBV left]
	　(PDF 1.1) Display the page designated by page, with the horizontal coordinate left positioned at the left edge of the window and the contents of the page magnified just enough to fit the entire height of its bounding box within the window. A null value for left specifies that the current value of that parameter shall be retained unchanged.

　【例】
	<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
	<Bookmark>
	  <Title Page="1 Fit" Action="GoTo" >表題1</Title>
	  <Title Page="3 Fit" Action="GoTo" >グループ1;
	    <Title Page="5 Fit" Action="GoTo" >項目1</Title>
	  </Title>
	  <Title Page="9 Fit" Action="GoTo" >表題2</Title>
	</Bookmark>

○XMLファイルでのしおり設定出力
　既に設定されているしおりをXMLファイルとして出力可能。
　抽出元のPDFファイルがあるフォルダに「ファイル名.pdf.xml」
　と出力される。

　・UTF-8でエンコードされたXMLファイルとしておくことで
　　テキストエディタで新たに日本語入力をして保存したもので
　　しおりの設定をしても日本語で表示可能。

○設定したしおりを削除する
　削除コマンド等はないので、削除したいpdfファイルを1ファイルのみで「結合」
　して新たに保存すればしおりがない状態で保存されます。　



readme.txt
=========================================================================
【名    称】  pdf_as Ver1.33
【制作者名】  うちじゅう
【利用条件】　フリーソフト
【動作環境】  Windows10
              .NET Framework 4.6
　　　　　　　itextsharp.dll（同梱済）
【動作確認】  Windows10  core i7-7700K
=========================================================================

□説明□
　PDFファイルの結合、分割、追加、抽出、削除、回転、ヘッダー・フッター設定、
　パスワード設定、プロパティ設定ができます。
　PDF文書の最適化が可能です。
　画像ファイルのPDFへの変換も可能です。
　WebページをPDFに変換することも可能です。

□インストール□
　圧縮フォルダを解凍して適当な場所に保存してください。

□使い方□
　加工したいファイルまたはフォルダをエクスプローラ等からファイルをドロップしてください。
　または、ファイル(F)メニューからファイルを追加でも可能です。
　追加したファイルを除外する場合は、ファイルを選択して「除外」ボタンかDeleteキーで除外
　ができます。
　起動時に引数としてファイルを指定することであらかじめリストに追加することもできます。

【PDFの加工】
　○基本機能
 　操作(A)メニューからを選択してください。
　　「結合」
　　　　保存時に新しくファイルを指定して結合されたファイルを新たに作成します。
　　　　結合の順番を指定する場合はファイル名を選択して「上に」「下に」ボタン
　　　　で移動できます。
　　　　またAltキーを押しながら上矢印キーか下矢印キーでも移動できます。
　　　　ファイル名、パス名、日付項目をクリックすることで並び替えが可能です。
	　　“結合時しおり”チェックすることでしおりを付加することもできます。

　　「分割」
　　　　自動的にすべてのページを１ページごとに分割し連番付きのファイルを
　　　　作成します。

　　「追加」
　　　　指定したファイルに別のPDFファイルの1つを追加することが出来ます。
　　　　「結合」とは異なり、追加するページを指定することが出来ます。
	　　指定したページの後に追加されます。
　　　　（複数のファイルを同時に処理することはできません。）
　　　　※注釈は保持されません。

　　「抽出」
　　　　指定したページを抽出します。
　　　　（複数のファイルを同時に処理することはできません。）

　　「削除」
　　　　指定したページを削除します。
　　　　（複数のファイルを同時に処理することはできません。）

　　「回転」
　　　　右及び左に９０度回転が可能です。
　　　　（元のファイルとは別に保存されます。）
　　　　・変換ファイルを選択していない場合
　　　　　すべてのファイルに適用されます。
　　　　・変換ファイルを複数選択している場合
　　　　　選択したファイルのみ適用されます。
　　　　・変換ファイルを１つだけ選択している場合
　　　　　選択したファイルに対して、回転させたいページ番号を指定できます。
　　　　　奇数のみ、偶数のみの回転が指定できます。

　　「白紙ページ追加」
	２の倍数、４の倍数またはページ指定をして白紙ページを追加できます。

　　　　例）30ページのpdfを４の倍数用にページ調整する。
　　　　　　30 + 4白紙ページ追加＝36

　○その他の機能
　 ファイル(F)メニューから選択してください。
　　※新たに作成されるPDFファイルはパスワードが解除されます。

　　「PDF文書のプロパティ変更」
　　　　ファイル(F)メニューのPDFプロパティ設定で行えます。
　　　　（元のファイルとは別に保存されます。）

　　「PDF文書のセキュリティ設定」
　　　　ファイル(F)メニューのセキュリティ変更で行えます。
　　　　暗号化の標準は AES-256 で行います。
　　　　（チェックを外すと128rc4となります。）
　　　　読取パスワードを指定することでファイルを開く際のパスワード設定が
　　　　可能です。
　　　　権限パスワードを設定することで、「印刷不可」「内容コピー不可」などの
　　　　設定が行えます。
　　　　読取パスワード、権限パスワードの両方を空白にするとパスワードは「なし」
　　　　になります。
　　　　（元のファイルとは別に保存されます。）

　　「ヘッダー・フッター設定」
　　　　ヘッダーおよびフッターの追加方法は6種類から選択できます。
　　　　任意の文字列を前部及び後部に追加が可能です。
　　　　フォントはリストから選択でき、サイズが指定できます。
　　　　ヘッダーの上余白、フッターの下余白を指定することで位置の微調整
　　　　が可能です。
　　　　ページ番号追加するページを範囲指定することができます。
　　　　ページ番号のスタートを１ページ以外とすることも可能です。
　　　　（複数のファイルを同時に処理することはできません。
　　　　　元のファイルとは別に保存されます。）
　　　　奇数のみ、偶数のみ指定ができるので、奇数ページは右側に、
　　　　偶数ページは左側にといった設定もできます。
　　　　システムからフォントを読み込ない場合は、“ゴシック”、“明朝”しか選択できませんが、
　　　　付加処理速度が速くなります。
　　　　システムからフォントを読み込む場合は、システムのフォントをすべて選択できますが、
　　　　付加処理速度が「かなり」遅くなります。
　　　　※注釈は保持されません。
　　　　
　　　　☆参考☆
　　　　　注釈はAcrobat reader では注釈を保存する機能があります。
　　　　　また、その注釈を読み込みする機能もあります。これを使えばヘッダーフッター処理後
　　　　　レベルの修正ならば注釈を反映することができるかもしれません。

　　「2 in 1で保存」
　　　　元データの2ページ分を1ページにしながら保存します。
　　　　（ファイルによっては正しく設定できない場合があります。）
　　　　※注釈は保持されません。

　　「余白を変更する」
　　　　元データから少し余白を大きくしたり、小さくしたりできます。
　　　　+にすると余白が大きく、-にすると余白が小さくなります。
　　　　±30まで指定できますが、極端な大きさに設定するとはみ出ます。
　　　　（ファイルによっては正しく設定できない場合があります。）
　　　　※注釈は保持されません。

　　「PDF文書を最適化する」
　　　　PDFファイル内の不要な情報を削除し最適化することで、ファイルサイズを小さくします。
　　　　画像のみのPDFファイルはほぼ小さくなりません。
　　　　（小さくなるといっても過度の期待はダメです。気持ち少なくなる程度です。。。）

　　「しおり追加」
　　　　XML形式またはテキスト形式であらかじめ設定した情報を元にpdfにしおりを設定
　　　　することができます。
　　　　（設定ファイルの書き方は同梱している「しおり設定ファイル仕様.txt」を
　　　　　見てください。）

　　「しおり設定ファイル出力」
　　　　既に設定されているしおり設定ファイルをXML形式として出力できます。
　　　　（「しおり設定ファイル仕様.txt」を見てください。）

　○PDFファイル変換
　　「画像ファイルをPDFファイルに変換」
　　　　jpg,png,bmp,tif,gif形式を操作(A)メニューの「画像ファイルをPDFに変換」
　　　　からPDFファイルにすることができます。複数の画像は１つのPDFとなります。

　　「WebページをPDFに変換」
　　　　PDFに変換したいページアドレスを入力し、取込みボタンを押せば
　　　　ホームページタイトルをファイル名として保存されます。

　　「Officeを使ってPDF変換」（※Microsoft Officeがインストールされている必要があります。）
　　　　Microsoft OfficeのExcel、Wordのファイル形式を操作(A)メニューの「Officeを使ってPDF変換」
　　　　からPDFファイルにすることができます。
　　　　（この変換のみ外部の実行ファイル Office2Pdf.exe を呼び出しています。）
	※バージョンは2010のみ確認できています。

　○ソフトの設定
　　 オプション(O)メニューから選択してください。

　　「ツールバーサイズ」
　　	大・中・小から選択できます。

　　「送るに登録」
　　　　登録することで[送る]にショートカットが作成され、右クリックでpdf_asを
　　　　起動し、ファイル名が自動で入ります。

　　「PDF保存時のバージョン」
		1.4〜1.7まで選択可能です。

　　「プレビューあり」
	　　変換処理時にプレビュー表示をする場合はチェックをつけてください。

□アンインストール□
　レジストリは使用していませんので、ファイルをすべて消してもらうだけでＯＫです。
　送るに登録していた場合は、ショートカットが残りますので、手動で削除してください。
　「ファイル名を指定して実行」から「shell:sendto」で開くことができます。

□その他□
　フリーソフトです。商用利用、個人利用ともに制限いたしません。
　このソフトを使ったことによって起こったトラブル等にはいっさい対応できません。
　アップデートは作者の気分次第となるため、あらかじめご了承ください。
　ホームページやメールで感想などをいただけると、作者が元気になります。

  このソフトを作成するにあたって次のライブラリを利用させていただいております。
　itextsharp.dll
　http://itextsharp.sourceforge.net/
　dllの変更はしておりません。

  本ソフトのソースが必要な場合は、下記連絡先へご連絡ください。
　※綺麗なソースとは、なっていませんのでご了承ください。　

□連絡先□
  E-Mail : uchijyu@gmail.com
  URL    : http://uchijyu.s601.xrea.com/file.htm

□開発履歴□
　Ver 1.00 ・リリース版です。
　Ver 1.01 ・複数の画像を１つのPDFに変換できるようになりました。
　　　　　 ・ページ番号を追加できるようにしました。
　Ver 1.02 ・ページ番号を追加する際に任意の文字列をセットできるようにしました。
　Ver 1.03 ・ページ番号追加の種類を追加しました。
　　　　　 ・ページ番号追加の際にファイルを選択していると誤動作していたものを
　　　　　 　修正しました。
　　　　　 ・Deleteキーでファイル削除ボタンと同じ動作ができるようになりました。
　Ver 1.04 ・WebページをPDFに変換できるようになりました。
　　　　　 ・Alt+上キーまたはAlt+下キーでファイルの順番を入れ替えられるように
　　　　　 　しました。
　　　　　 ・権限パスワードがついているファイルを読み込み可能になりました。
　　　　　 ・読み取りパスワード、権限パスワードを指定できるようになりました。
　　　　　 ・リスト内ファイル名をダブルクリックでPDFファイルを関連づけられた
　　　　　 　ソフトで起動できるようになりました。
　　　　　 ・その他バグ修正しました。
　Ver 1.05 ・ページ番号追加時に詳細な指定ができる様になりました。
　　　　　 ・回転、セキュリティ設定、プロパティ設定、ページ番号追加を行った際、
　　　　　　 元のファイルを残すようにしました。
　　　　　 ・ファイル順番指定時のボタン名称を「削除」から「除外」に変更しました。
　　　　　 ・アイコンを一部変更しました。
　Ver 1.06 ・ページ番号追加の変わりにヘッダーフッタ設定ができるようにしました。
　Ver 1.07 ・100ページを超えるPDFにヘッダー・フッター設定ができるようになりました。
　　　　　 ・ページの回転など一部正常に動作していなかったものを修正しました。
　Ver 1.08 ・変換ファイル一覧を詳細に表示出来るようにしました。
　　　　　 ・変換ファイルの並び替えが名前順以外にもできるようにしました。
　　　　　 ・ページを指定して抽出が出来るようにしました。
　　　　　 ・ヘッダーフッター出力時の総ページ数がおかしいバグを修正しました。
　　　　　 ・セキュリティ、プロパティ、ヘッダー・フッター設定時にキャンセルが
　　　　　　 出来るようにしました。
　Ver 1.09 ・ヘッダーフッター設定内容を保持するようにしました。
	　 ・ヘッダーフッターを付加した際に線が入っていたバグを修正しました。
　Ver 1.10 ・Ctrl+Aキーを押すことで変換ファイル一覧を全選択出来るようにしました。
　　　　　 ・複数のファイルを同時に回転させられるようにしました。
　　　　　 ・ファイル内の一部のページのみ回転させられるようにしました。
　　　　　 ・ページを指定して追加、削除が出来るようにしました。
　　　　　 ・ヘッダー・フッターのメニュー位置を変更しました。
　Ver 1.11 ・セキュリティ設定、PDFプロパティ設定、ヘッダー・フッター設定、
　　　　　　 分割、抽出時にページが回転してしまうバグを修正しました。
　Ver 1.12 ・結合、分割、回転時などの進捗を表示するようにしました。
　　　　　 ・2 in 1保存を追加しました。
　Ver 1.13 ・結合時にファイル名をしおりとして設定できるようにしました。
　Ver 1.14 ・しおり設定ファイルをインポート、エクスポートできるようにしました。
　　　　　 ・結合時にファイル名をしおりとして設定する際に、ナビゲーターパネルの
　　　　　　 表示、非表示が選択できるようにしました。
　Ver 1.15 ・しおり追加（テキスト形式）で階層構造（1階層下まで）設定できるよう
　　　　　　 になりました。
　　　　　 ・しおりとして設定する際のナビゲーターパネルの非表示ができなかった
　　　　　　 バグ修正をしました。
　　　　　 ・しおり追加（テキスト形式）を行った際に中間ファイルが残ってしまう
　　　　　　 バグを修正しました。
　　　　　　 （中間ファイルはWindowsで指定されているTempフォルダに作成されています。
　　　　　　　[Win7例]C:\Users\<ユーザー名>\AppData\Local\Temp）
　Ver 1.16 ・しおり追加（テキスト形式）で階層構造で複数階層可能の設定ができるよう
　　　　　　 になりました。
　Ver 1.17 ・pdf削除時にページが180度回転してしまうバグを修正しました。
　Ver 1.18 ・複数のPDFを同時に分割処理できるようにしました。
　　　　　 ・終了時の大きさを保持するようにしました。
　Ver 1.19 ・画像ファイルをPDFに変換する際にファイル名が大文字では読み込めないバグ
　　　　　　 修正をしました。
　　　　　 ・終了時の位置を保持するようにしました。
　　　　　 ・読み取りパスワードを指定した際に、権限パスワードを空白に設定できない
　　　　　　 ようにしました。
　　　　　 ・ヘッダー・フッター印刷時に奇数のみ、偶数のみ印刷ができるようにしました。
　　　　　 ・ツールバーの大きさを変更できるようにしました。
　Ver 1.20 ・ウィンドウサイズが最大、最小のときは終了時の位置、大きさを保持しないようにしました。
　　　　　 ・1ファイル回転時に奇数のみ、偶数のみ回転ができるようにしました。
　　　　　 ・180°回転ができるようにしました。
　　　　　 ・セキュリティ設定を変更し、読み取りパスワードのみの設定ができるようにしました。
　　　　　 ・ツールバーサイズの大中小の大きさを変更しました。
　　　　　 ・pdfの余白サイズを変更できるようにしました。
　　　　　 ・起動時に引数としてファイルを指定することであらかじめリストに追加できるようにしました。
　Ver 1.21 ・抽出時に、一つのpdfとして出力するように変更しました。
　　　　　 ・ヘッダー・フッター印刷時のフォント指定方法を変更しました。
　　　　　 ・180°回転時のバグを修正しました。
　　　　　 ・しおりの書き出し時に日本語で出力できるようにしました。
　　　　　 ・itextsharp.dllを5.4.5に差し替えしました。
　Ver 1.22 ・2 in 1出力時のバグを修正し、A4以外の出力もできるようにしました。
　　　　　 ・ヘッダーの付加文字列が出なかったバグを修正しました。
　Ver 1.23 ・ヘッダーフッターの付加文字に日本語が出力できていなかったものを修正しました。
　Ver 1.24 ・PDFファイルを最適化できるようにしました。
　　　　　 ・PDFプロパティを設定するダイアログでファイル名をタイトルに設定できるようにしました。
           ・[送る]にショートカットを作成できるようにしました。
　Ver 1.25 ・[送る]に追加およびツールバー設定が正常に動作しなかったのを修正しました。
　Ver 1.26 ・ツールバーのPDFファイル最適化が有効になっていなかったものを修正しました。
           ・PDFの入ったフォルダをドロップすることでリストに追加できるようにしました。
　Ver 1.27 ・ヘッダーフッターのフォント読み込みの有無を設定できるようにしました。
           ・余白を変更でページ指定できるようにしました。
           ・抽出時のファイル名の命名方法を変更しました。
　Ver 1.28 ・Microsoft Office(Excel,Word）を利用したpdf変換をできるようにしました。
           ・回転、抽出時にpdf内の注釈を保持できるようにしました。
           ・複数のPDFを同時にPDFプロパティおよびセキュリティ設定できるようにしました。
　　　　　 ・itextsharp.dllを5.5.8に差し替えしました。
　Ver 1.29 ・初めての起動時にMicrosoft Office(Excel,Word）メニューが表示されないバグを
           　修正しました。
           ・Officeを使ってPDF変換を行う際に、半角ファイル名が含まれていた場合変換できなかった
           　バグを修正しました。
           ・ヘッダーフッター設定の開始ページが100以上設定できなかったバグを修正しました。
           ・WebページをPNGに変換およびクリップボードへ保存できるようにしました。
           ・PDFプロパティが正しく設定できなかったものを修正しました。
           ・PDF保存時のバージョンを選択できるようにしました。
           ・分割時にpdf内の注釈を保持できるようにしました。
           ・ALT+キーによるファイル並び順を変更した際のカーソルの位置制御を変更しました。
           ・itextsharp.dllを5.5.9に差し替えしました。
　Ver 1.30 ・各種処理後にしおりや作成者などのプロパティ設定が保持できていなかったバグを修正しました。
           ・プレビュー表示後、保存、破棄の選択をできるようにしました。
           ・削除時にpdf内の注釈を保持できるようにしました。
           ・複数ファイルによる分割時のエラーが発生するバグを修正しました。
           ・画像ファイルをPDFファイルに変換時のイメージサイズの調整をしました。
　Ver 1.31 ・プレビュー表示後、エラーになっていたバグを修正しました。
           ・各フォームのタブ押下時の動きを変更しました。
           ・各処理後に、最適化保存を行うようにしました。
           ・その他バグ修正をしました。
　Ver 1.32 ・白紙ページを追加できるようにしました。
　Ver 1.33 ・パスワードセキュリティを標準でAES-256の設定をするようにしました。
           ・パスワードがかかっているPDFでしおり設定ファイル出力時のエラーバグを対処しました。
　　　　　 ・itextsharp.dllを5.5.13.1に差し替えしました。
　　　　　 ・.NET Framework 3.5から.NET Framework 4.6に変更しました。
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